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款 2 項 1 目 14 大 中

① ② ③

手
段

どのような
事業を実
施するか

○備蓄品の計画的購入
・平成33年度に整備目標数（80,574食）に到達するよう、平準化して購入し、それ以降は保存期
間切れの買い足しをして備蓄必要数を維持する。
・保存水は10年保存のため平成38年度までの10年間で目標備蓄数3,951ℓとなるよう平準化し
て購入。
・粉ミルクは保存期間が1年のため毎年購入していく。

年
度
別
事
業
内
容

事業内容

28
年
度

○備蓄計画見直し
・防災アセスメント調査結果を受け、備蓄計画の見直しを行った。
・アルファ米（個食）、粉ミルク、保存水等

29
年
度

○備蓄計画に基づく備蓄の実施
・アルファ米（個食）（4,550食）、アルファ米（50食ｾｯﾄ）（750ｾｯﾄ）、ライスクッキー（5,424食）、玄米
スナック（5,400食）、粉ミルク（74,400g）、保存水（396ℓ）

30
年
度

どの様な
状態にす

るか
発災時のための備蓄品の増強

予算区分

事務事業名 災害用備蓄品購入事業 担当部 総務部

平成30年度 事務事業評価シート（実施計画事業・経常事業）

担当課 危機管理課 担当係 危機管理係

実施計画 2

事業番号 2

安全・環境 防災 災害発生時に迅速に対応できる体制を強化します

2
根拠法令・個別計画 災害対策備蓄品整備計画

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

新基本計画 市政戦略編 分野別計画編

一般会計 総務費 総務管理費 危機管理費 4

○備蓄計画に基づく備蓄の実施
・アルファ米（個食）（4,550食）、アルファ米（50食ｾｯﾄ）（750ｾｯﾄ）、ライスクッキー（5,424食）、玄米
スナック（5,400食）、粉ミルク（74,400g）、保存水（396ℓ）

目
的

何（誰）を
対象に 災害による被災市民

1 災害用備蓄品購入事業



単位

単位

H29
実
施
結
果

H29
実
施
結
果

ス
テ
ッ
プ
Ⅱ

今後の見通し、要因を踏まえた事業の見直し

今後も災害対策備蓄品整備計画に基づき計画的に整備を図っていく。

事
業
の
評
価

事業の
方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

判定理由

大規模な震災に備え、災害対策に必要な食糧等を備蓄する必要があり、平成28年度に策定
した災害対策備蓄品整備計画に基づき、計画的に備蓄増強を実施することが、適切な整備
につながると考えられるため。

業
績

実績

事業の目標達成状況とその要因、実績増減の要因

災害対策備蓄品整備計画に基づき計画通り整備することができた。

事業の活動指標 H26

① 保存水購入 ℓ
目標 ― ― ― 396

②
目標

実績 ― ―

396

実績

― 396

H30H29H27 H28

実績 ― ― ― 1,356

ス
テ
ッ
プ
Ⅰ

事業の成果指標 H26 H27

0.0

H28 H29 H30

① 保存水備蓄 ℓ
目標 ― ― ―

②
目標

1,356 1,512

その他職員（人数） 0.0 0.0 0.0 0.0

0.1従事
者数

正職員（人数） 0.1 0.1 0.1 0.1

事
業
費
内
訳

（
千
円

）

消耗品費 3,400 3,217 5,300 4,737 4,800

当初予算額 決算額 当初予算額 決算見込額 当初予算額

Ｈ28 H29 H30

一般財源 3,400 3,217 4,500 4,022 3,985

細々節

815
財

源

内

訳

（
千

円

）

国支出金

地方債

その他

 特定財源の説明

2

事
　
　
業
　
　
費

Ｈ28 H29 H30
当初予算額 決算額 当初予算額 決算見込額 当初予算額

合　　計 3,400 3,217 5,300 4,737 4,800

事業番号

県支出金 800 715

2 災害用備蓄品購入事業


